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W45a TES型X線マイクロカロリメータの開発 III
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我々は次世代 X線天文衛星搭載を目指し、エネルギー分解能の優れた検出器として TES (Transition Edge
Sensor)型 X線マイクロカロリメータの開発を行っている。カロリメータは、X線光子のエネルギーを温度上昇
として検出し、その温度計には、超伝導-常伝導転移時の急激な抵抗変化を利用した TES を使用している。エネ
ルギー分解能 ∆E は、理想的にはフォノン数の統計的ゆらぎで制限され、転移幅で決まる温度計の感度 α を用
いると、∆E ∝

√

kBT 2C/α と表される (kB: ボルツマン定数、C: 検出器の熱容量)。従って、動作温度 T を極
低温 (∼ 100 mK)にとり、C/α を小さくすることが優れた分光性能を発揮するために本質的である。
秋の学会で発表した素子では、ベースラインのゆらぎとエネルギー分解能が 3倍程食い違い、カロリメータ

の性能を十分に発揮させられなかった。原因の 1つは、シリコンのエッチングが不完全で熱の逃げがあったため
である。この問題を解決した素子を作製し性能を評価したところ、転移温度は Tc = 290 mK と高くなったにも
かかわらず、5.9 keV の X線に対するエネルギー分解能は∆E = 40 eV (FWHM) と今までで最高の値を得た。
このときのベースラインのゆらぎは 20 eV であり、パルスの減衰時間は∼ 60 µs と速く、パルスハイトも大きく
なった。今回エネルギー分解能を制限しているのは、入射X線のエネルギーが温度上昇に変換される際の熱化の
ばらつきによるものであり、個々のX線パルスの波形のばらつきとして観測されている。現在、さらなる分解能
向上に向け、熱化を一様とするために吸収体のついた Tc = 150 mK の素子が完成しており、この素子での実験結
果についても報告する予定である。


